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海外キャンプ  

ワーク 

ポロンナルワ 

首都:コロンボ 

01
炎天下のバケツリレー 

192nd Feb. 28- Mar. 13 

200th Aug. 31- Sep. 13 

Work  

春

夏

スリランカキャンプ、4年ぶりに復活！ 



 

 

02

仲間 

03

挑戦 

Challenge 

ホームステイ 

Best Friends 

コミュニケーション 
Communication 

大切な仲間との出会い 

言葉の壁を越えた

04
楽しむことの大切さ 

スリランカの記念切手に！ 

Homestay 
05

( ﾟДﾟ) ！

スリランカ 

もうひとつの家族 
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海外キャンプ   

 

▲みんなで作ったバスケットゴール 

２０２３．８．５－１７ 199th 

WORK CAMP 

遊牧民生活 

Work 公園と井戸小屋の修繕 

高校生7名が参加 

モンゴル 
MONGOLIA 

ワーク 

ゲルステイ＆民族衣装 



 

 

モンゴル 

強く、優しい、モンゴル人 

「いただきます」の意味を知る 

高校生/大学生の声 壮大な自然と異文化を体験する13日間 

草原を眺めて

満天の星を見上げて 
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国内キャンプ   

197th 6/2-4 13名 

203rd  10/7-9 23名 

のらんぼ村 

山梨 

195th 5/3-7  8名 

183rd 6月4日-5日  長野 
信州共働学舎 

国内 

はぐれ雲 
富山 

198th 6/21-25 9名 

202nd       10/4-8 8名 

キャンプ 



 

 

山梨・富山・長野・広島・静岡 

静岡 

194th 3/25-31 

デンマーク牧場 

193rd    3/17-21 21名 

196th 5/3-7  10名 
201st     8/23-27 17名 

194th 3/25-31  20 名 

広島 
ブエンカミーノ 
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 参加者の声 

キャンプ参加者の声 

アヤカ（21歳）大学で福祉を学ぶ、現在就活中の3年生です。 

初参加は、山梨の農業体験ワークキャンプ。1年半前、大学2年生の夏でした。最初の

頃とは全然ちがう表情で笑うようになったアヤカに、キャンプに参加する前の自分や、

初めて参加してからどんな変化があったのかを振り返ってもらいました。 

▲初キャンプの様子 

一歩踏み出したいと思っている大学生にメッセージを! 

A. はじめは不安だけど、ちょっとだけ勇気を出すと世界が変わる! 

  大学生活、きっともっと楽しくなるはず。私もまだまだ模索中。 

  「迷ったらやってみる」がおすすめです！ 



 

 

コウダイ（22歳）高校を辞めて、どこにも居場所がないと思っていた2年前。

通所＆寮生活を経て、みごと就職！今は営業のお仕事を頑張っています。 

20歳でグッドと出会ってから今日までの日々を振り返ってもらいました。 

共同生活寮 寮生インタビュー 

 

▲グッドと出会った頃 

▼スリランカにて 

共同生活寮（宿泊型） 

グッドでは、不登校やひきこもり状態の若者の支援をしています。 

ボランティア体験プログラム（通所型）  

◎一人ひとりに合わせてプログラムを実施します。 

←詳しくは、お問い合わせください！ 
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グッド ニュース 

フリースペース  1,572人/年 

グッドは、ワークキャンプだけじゃない！ 

フリースペース、共同生活寮、イベントなど 

さまざまな活動をしています。ここでは、 

みんなにぜひ紹介したいニュースをお届けします！ 
こうだい 

イベント盛りだくさん 

 新スタッフ 仲山 友（ゆう）です!  新しい仲間が増えました 

 講演・広報活動も積極的に行っています！ 

ラジオ番組 ゲスト出演 



 

 

 

祝！ キャンプ 200回突破 

1年に1度の… 

グッドキッズも大きくなったよ！ 



 風音 ～編集後記にかえて～ 

「スリランカのエライ人とカレー食べに行くけど、一緒に行く？」 当時アルバイトをしていた団体の職員に誘われて

よくわからぬまま、おもしろそうなので、ついて行くことにした。新宿の甲州街道沿いに店を構えるスリランカレストランに

着くと、声の高い小さなおじいちゃんがニコニコ笑って待っていた。それが、サルボダヤ運動の創始者で、アジアの

ノーベル賞ともいわれるマグサイサイ賞受賞者の、アリヤラトネ氏だった。生まれて初めてのスリランカカレーを食べな

がら「君は何者だ」、と問われた私は、元気のない日本の若者を連れて、アジアの国でワークキャンプをしたいという

思いを、夢中になって熱く語った。アリさんはニコッと笑って、ひときわ高い声でこう言った。「カムカム、スリランカ！」 

未知の国だったスリランカでのプログラムは、こうして始まることになった。とはいえ、当時のスリランカは1983年から

26年間続いた内戦の真最中。現地での調整にも細心の注意を払い、チャーターしたバスの前後には警察車両が

つく、物々しいスタートだった。それでも、穴だらけのガタガタ道を、バスに何時間も揺られて辿り着いた電気もガスも

水道もない村は、拍子抜けする程ののどかさで、村人たちが、手づくりの日の丸の旗を振って歓迎してくれた。ジャン

グルに囲まれた村での2週間のホームステイ生活。小鳥の歌で目を覚まし、井戸で顔を洗って一日が始まる。空は

刻一刻と色を変え、何度見上げても見飽きることがない。リスや孔雀、1ｍを超えるオオトカゲもニコニコ歩いている。

ワークの後は、美しい絵画のような夕焼けの湖で水浴びをする。見上げると、1.5ｍもあるオオコウモリの大群が、茜

色の空を夜のえさ場へ悠々と飛んでいく。そして日が沈めば数えきれない星が空を埋め尽くし、木々の周りを大量の

ホタルが乱舞する。夢のような生活だった。一日に何度も飲む甘すぎる紅茶も、薪のかまどで母さんが作る手料理

も、本当においしくて飽きることがない。電気がないので、日が沈むと寝るしかない原始のような自然な暮らしはなぜ

か心地よく、都会で乱れた私たちの身体をやさしく癒してくれた。村を出る数日前から、家族は「寂しい」「帰らない

で」と涙を流し、出発当日は、参加者も村人も声を上げて泣きながら別れを惜しんだ。 

あの始まりのスリランカから22年。29回のキャンプを実施し、700名近い若者を引率した。内戦激化で行けなかっ

た時期もあったし、現地の協力団体も何度か変わった。サルボダヤとのつながりが切れ、もうこの国に来ることはない

か、と考えた時期もあったが、数年後、ラオスの小さな町で出会った僧侶が縁で、復活を果たした。振り返れば、そ

のどの出会いも奇跡的なものばかりだった。私がスリランカで記念切手にしてもらえる日がくるなんて、それこそ奇跡み

たいな話ではないか。昨年、コロナで止まっていたプログラムが4年ぶりに再開した。訪れた新しい村の人たちも、あ

の初めての村と同じように、心から私たちを歓迎してくれた。長年受け入れをしてきてくれた団体もコロナの影響で縮

小し、10年以上協働してきた現地スタッフたちも老いからは逃れられない。いつまであの国と関わり続けられるのか。

財政破綻し、政治的、経済的にも課題が山積みのあの国の明るい未来を、祈らずにはいられない。    コージ 

  


